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人　　　　口

◆横浜市と磯子区の人口の推移
〔横浜市〕

※昭和２～９年は公簿調査による戸籍人口、昭和10年以降は国勢調査及び推計人口調査によります。
　ただし、昭和５年は国勢調査、昭和16、23年は常住人口調査、昭和19～21年は人口調査によります。
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◆年齢三区分別人口の推移　～少子高齢化がさらに進行～
年少人口（15 歳未満）の割合

は低下傾向で推移し、平成 2 年
には総人口に占める割合が 20%
を下回りました。
一方、老年人口（65 歳以上）

の割合は増加傾向で推移していま
す。直近では区民の約 3.6 人に 1�
人が 65�歳以上の高齢者となって
います。

検　索横浜市将来人口推計

現在27.9％となっている磯子区の
老年人口の割合は、令和12年には
約30%、令和32年には約37%と
なる見込みだよ。

年少人口
（15歳未満）

生産年齢人口
（15～64歳）

老年人口
（65歳以上）

180,000150,000120,00090,00060,00030,0000
（人）

出典：各年国勢調査、令和５年は登録人口、
　　　令和７年以降は横浜市将来人口推計
※年齢不詳は除く

昭和25年 32.0％ 64.1％ 3.8％

昭和45年 23.3％ 71.4％ 5.3％

平成 ２ 年 17.4％ 73.4％ 9.2％

平成12年 13.1％ 71.1％ 15.8％

平成22年 12.0％ 64.9％ 23.0％

令和 7 年 11.6％ 59.8％ 28.6％

令和12年 10.9％ 59.2％ 29.9％

令和32年 10.7％ 52.6％ 36.7％

令和 ２ 年 11.8％ 59.9％ 28.2％

令和 5 年 11.3％ 60.8％ 27.9％

◆人口異動の推移（磯子区）
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出典：横浜市人口ニュース（各年１月１日～12月31日）
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〈転入・転出の推移〉
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平成５年 平成10年 平成15年 平成20年 令和４年平成25年 平成30年
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※合計特殊出生率は、「15～49歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの」で、1人の女性がその年齢別出生率で一生の間に
生むとしたときの子どもの数に相当します。

出典：横浜市人口ニュース（各年１月１日～12月31日）
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〈出生・死亡の推移〉
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町別高齢化率（65歳以上の場合）

町別年少人口の割合（15歳未満の割合）

磯子区の高齢化率や年少
人口の割合の推移（将来
予測を含む）については
P.7 の年齢三区分別人口の
推移を御確認ください。

出典：登録人口（令和 5年 3月 31日現在）
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新磯子町

森五丁目

森六丁目

中原中原
一丁目一丁目

新杉田町
中原
二丁目中原三丁目

洋光台一丁目

田中
二丁目

栗木一丁目

中原
四丁目 杉田

一丁目

杉田杉田
四丁目四丁目

杉田
五丁目

杉田三丁目

杉田
二丁目栗木二丁目

洋光台二丁目

洋光台三丁目

洋光台五丁目

洋光台四丁目 栗木三丁目

上中里町

杉田七丁目

杉田坪呑 杉田六丁目

杉田八丁目
洋光台六丁目

峰　町

杉田
九丁目

氷取沢町

港 南 区

根 岸 湾

栄　区 金 沢 区

金沢シーサイドライン
至　金沢八景

至　金沢文庫

京浜急行線
至　上大岡

至　大船

洋光台

杉田

新杉田

屏風浦

磯子磯子

岸
根

田中一丁目

秘匿

5.0～9.9％

0.0～4.9％

10.0～14.9％

15.0％以上

岡村
六丁目岡村

五丁目

森が丘
二丁目


